
１．はじめに

　日本語で日常生活を送りながら英語を学ぶ日本人大学生

のように、外国語学習環境で学習言語を学ぶ学習者の場合、

日常生活の中で学習言語を使う機会は少ない（Richard, 

2015）。しかしながら、インターネットの発達によって、外

国語学習環境で学ぶ学習者であっても、母国にいながら低

コストで手軽に学習言語に囲まれた学習環境を作り出すこ

と が で き る よ う に な っ た（Chan, 2016; Pasfield-

Neofitou, 2011）。こうしたデジタル学習環境の広がりを反

映し、近年行われた教室外外国語学習の先行研究において

も、外国語学習者がソーシャルメディア、ウェブサイト、

動画、外国語学習のアプリケーション、オンラインゲーム

など、幅広いオンラインリソースを使って、教室外で学習

言語を学んでいることが報告されている（Jurkovi�, 

2019）。その一方、日常的にテクノロジーを使っている大学

生であっても、外国語学習に使えるオンラインリソースを

知らない、あるいは教室外で外国語を学ぶためどのように

テクノロジーを使っていいのか分からず、教師によるサ

ポートを求めていることが指摘されている（Lai & Gu, 

2011; Lai, Yeung, & Hu, 2016）。

　こうした先行研究の結果を踏まえ、発表者は日本人大学

生に対するインターネットを使った教室外英語学習の支援

を開発することを目指し、日本人大学生による教室外英語

学習の実態を研究している。本発表の前半部では、教室外

で行われている外国語学習方法の特徴と語学力向上効果、

教室外学習におけるlearner agency（学習目標を達成する

ため、学習方法などを選択、コントロール、自己調整する

学習者の能力）の役割について紹介した。そして、発表後

半部では、発表者が2019年度に行った二つのプロジェクト

（１日本人大学生が高校時代に行っていた教室外英語学習

の実態；２YouTubeを使って独学で韓国語を学んでいる

学習者が学習環境をデザインする過程）について報告を

行った。

２．教室外学習におけるLearner agencyの役割

　LantolfとPavlenko（2001）は社会文化的理論の視点か

ら, 外国語学習者を‘processing device’（言語情報を処

理する端末）ではなく、自らの言語学習の条件を能動的に

作り出す ‘people’（人）として ‘agency’（動作主性）と

してみなすよう、提案している。また、Duff（2013）は、

learner agencyを自らの学習目標を達成するため、学習方

法などを選択、コントロール、自己調整する学習者の能力

である、と定義している（Duff, 2013）。独学や教室外で学

習言語を学ぶ場合、学習者は語学教師から学習リソースの

提供や学習支援を受けることができない。このため、教師

が介在しない学習環境で学ぶ学習者は特に自らlearner 

agencyを発揮し、学習目標を設定してその目標を達成す

る上で効果的なリソースを選び、学習に取り組み続ける必

要がある。学習者がおかれている学習環境には、

affordanceと呼ばれる言語学習を促すために使える可能

性を持つリソースが多く存在する。しかし、こうした

affordanceの全てが学習者に使われるわけではなく、学習

者がaffordanceの存在に気づく能力、affordanceを言語

学習に活用しようとする意欲、またaffordanceを言語学習

に活用する能力、を持っているか、によって決まる（van 

Lier, 2000, 2004）。発表者が、2019年度に行った二つの研

究では、learner agencyとaffordanceの概念に着目し、

教師が介在しない学習環境での外国語学習を考察した。

３．日本人大学生の高校時代の教室外英語学習

　大学１年生を対象とした教室外英語学習の支援策を開発

する試みとして、発表者は2019年度に大学１年生が高校時

代に行っていた教室外英語学習について質問紙調査（105

人）、インタビュー（11人）を行った。その結果、教室外で

週に１時間以上オンラインリソースを使っていた研究協力

者は、27人(約26%)に過ぎないこと、また教室外で英語を学

ぶために使われている主な学習リソースは、オフラインの

リソース（電子辞書、紙媒体の教材、塾や予備校）である

ことが確認された。また、教室外でオンラインリソースを

使わない理由として、受験勉強に集中したかったから、が

最も多く、その他にも紙媒体の教材で学ぶことに慣れてい

たから、オンラインリソースを使って英語を学ぼうと思っ

たことがないから、英語学習に使えるオンラインリソース

を知らなかったから、といった理由が多く挙げられた。こ

の結果をlearner agencyとaffordanceの視点から分析す

ると、研究対象者の多くが、オンラインが提供している教
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室外英語学習のaffordanceに気づいていなかったこと、ま

た受験勉強に集中したい、慣れた紙リソースで学びたい、

という学習者としてのニーズを優先させたことが、オフラ

インリソース中心の教室外学習に繋がったと考えられる。

４．YouTubeを使った韓国語独学者の学習方法

　上で述べた結果とは逆に、learner agencyを発揮しなが

ら、オンラインリソースがもたらすaffordanceを積極的に

活用することで、学習者の様々な学習ニーズを満たす学習

環境を作り出すことも可能である。発表者が2019年に実施

したケーススタディーでは、韓国政府主導の雇用許可制

（Employment Permit System: EPS）を利用して韓国で

働くために、YouTubeを使って独学で韓国語を学ぶフィ

リピン人１名（Jass）の独学過程を考察した。韓国で外国

人が単純労働者として働く場合、EPS-TOPIKと呼ばれる

独自の韓国語試験、韓国語インタビューなどに合格する必

要がある。独学で韓国語を学ぶことを選んだJassのオフラ

インの学習環境には、こうした試験の出題方式や勉強方法

について助言してくれる専門家や、これらの試験に特化し

た韓国語を教えてくれる教師や教材はない。このように不

利な学習条件にあったJassだが、EPSに合格し韓国で働く

YouTubersの助言やYouTubeのお勧め機能を利用しな

がら、EPSに特化した学習内容を決めて学習リソースを探

し、EPSに合格するための学習環境を構築していった。

５．まとめ

　インターネットは、教師が介在しない学習環境での外国

語学習を促す様々なaffordanceを提供している。しかし、

発表者が2019年に実施した研究において、日本人大学生は

高校時代こうしたオンラインリソースの持つaffordance

に気づいていないこと、またaffordanceを活用した英語学

習法についての知識がないことから、オフラインリソース

を中心とした教室外学習を行っていたことが示唆された。

こうした学習者にオンラインリソースを活用した教室外英

語学習を促すには、大学の授業の中で学習者にオンライン

リソースが持つaffordanceへの気づきを促す活動、

affordanceを活用した学習活動を取り入れることが重要

であると考えられる。

　発表者が2019年度に実施した研究プロジェクトは、早稲

田大学より支援を受けた特定課題研究（2019C-603, 2019E-

074）の成果によるものです。
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